
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○隂山メソッドによる徹底反復学習による
基礎的基本的学習の定着

○百ます計算で学年目標達成率80％以上
〇当該学年の漢字習得率80％以上

・週３回の隂山メソッドによるスキルタイムの実施
・全学年デジタル100ます計算に取り組む
・各学年で四則計算の達成目標を決め、スキルタイム
で実施し、計測日で達成状況を確認する
・家庭学習でも計算の反復練習に取り組む
・スキル参観を行い。教職員間での共通理解と児童
の意欲向上を図る

B

・週３回の隂山メソッドによるスキルタイムは、学校全体で実施できているものの、達成目標を意識
させるところまで至っていない。各学年の達成目標を再度確認し、児童が目標を意識しながら意欲
をもって取り組めるよう励ましていく。
・１学期の漢字習得率は、８０％未満の学年もあった。２学期までに当該学年での漢字の指導を済
ませ、習熟を図る。 A

・スキルタイム相互参観を行ったことで、さらに意欲をもって取り組む児童が増えた。
・日々の計算の記録を行い、達成目標との差を意識しながら取り組ませることができた。多くの学年で１学期よ
りも記録の伸びが見られた。
・２学期の漢字習得率は、ほとんどの学年で80％を超えており、中には90％を超える学年もあった。

A

・アンケート結果から児童が学習に対して意欲的に取
り組んでいる姿がうかがえる。職員が全校での取組を
積極的に進められているかからだと思う。
・行事等での児童の音読の発表がどの学年もすばらし
かった。

○「わかる」「できる」を実感し、学びを楽し
む授業づくりの推進

○アンケートにて「授業で学習したことがわか
る」と回答した児童80％以上
〇算数科での単元テスト、知識・技能の観点
においての得点率80％以上
〇家庭での学習時間において学年目標達成
率80％以上

・全員研究授業による実践の共有化
・授業と連動した家庭学習の充実を図り、j児童の理
解の状況を即時把握し、フィードバックする

B

・アンケートで「授業で学習したことがわかる」と回答した児童は91.3％であった。
・1学期の算数科の単元テスト「知識・技能」の観点において、得点率はほとんどの学年で80％を超
えていた。
・「家庭学習がんばろう週間」の取り組み状況は、平日は多くの学年で目標達成率80％以上であっ
たが、土日については80％を達成したクラスは１クラスのみであった。土日も目標達成できるような
声かけをしていく必要がある。

A

・アンケートで「授業で学習したことがわかる」と回答した児童は92.8％であった。
・２学期以降の算数科の単元テスト「知識・技能」の観点において、得点率はほとんどの学年で80％
を超えていた。
・「家庭学習がんばろう週間」の取り組み状況は、１学期に課題であった土日については、ほとんど
の学年が目標達成率80％以上であった。日々の声かけや取組の例を紹介することにより、改善が
見られた。

A

・児童の学習の取組状況など課題をよく把握して
実践していることがうかがえる。
・家庭学習の定着への取組が少しずつ身を結ん
でいる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○人権に関するアンケートにて肯定的な回
答をした児童87％以上
○ふれあい道徳の実施率100％

・平和集会及び人権集会・感謝の会の実施
・児童会活動を主体とした活動の推進
・児童アンケートの実施
・道徳の公開授業（ふれあい道徳）の実施 B

・道徳の公開授業を半数のクラスで実施した（残りは３学期に実施予定）。
・平和集会を実施した。平和集会の感想には、「戦争は二度と起こしてはいけないこと」や「戦争の
恐ろしさや平和の大切さを伝えていきたい」等の記述があった。
・人権集会・感謝集会を12月に実施する予定。 A

・人権に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした児童９７．６％。
・ふれあい道徳の実施率１００％。
・人権集会を１２月に実施した。感謝の会も同時に行い、地域の方に直接感謝の気持ちを伝えるこ
とができた。 A

・人権集会や感謝の会では見学や体験したこと
の発表があったが、良く取り組まれていた。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○アンケートにていじめ防止・対応について、
組織的な対応ができていると回答した教員
90％以上

・毎月心のアンケートを実施。７月、12月は県統一様
式のいじめアンケートを実施
・アンケートと連動した担任や管理職及びSC等と連携
した児童との関りの推進
・教育相談全体会を月に一度実施
・ケース会議の実施（随時）

A

・毎月の教育相談全体会や心のアンケートで児童の実態把握と全職員での対応の共通理解を図っ
た。
・１回目の「Q-Uアンケート」の結果を受けて、２学期以降の学級での取組等について考えることがで
きた。
・クラスの実態に合わせてSCやSSWによる授業参観や個別対応を行った。
・必要に応じてケース会議を実施し、職員で児童対応の共通理解を図った。

A

・アンケートにおいて、いじめ防止・対応について、組織的な対応ができていると回答した教員
92％。
・心のアンケートや「Q-Uテスト」、教育相談全体会を実施し、必要に応じケース会議を行うことで全
職員で児童対応の共通理解を図り支援を行うことができた。
・クラスの実態に合わせてSCやSSWによる授業参観や個別対応を継続して行うことができた。 A

・学校全体で共通理解のもと取り組まれているこ
とがアンケートの好結果につながっている。
・学校に対して積極的ではない少数の児童や保
護者への対応をこれからもきめ細やかにしてほし
い。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童生徒85％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒80％以上

・あいさつや生活態度等に励んでいる児童を紹介する
活動（ほめほめ活動）を実施し、児童の自己肯定感を
高める
・学習や学校行事等において、個々の目標をもたせ、
振り返りをもとに次の活動への意欲をもたせる。
・学年に応じたキャリアパスポートの活用

A

・全校放送で児童のよいところを知らせる活動を継続した。その結果、児童同士でもお互いを褒め
合うことができるようになってきた。
・学期や行事ごとにキャリアパスポートに目標や頑張りたいこと、取り組みの方法、それに対する振
り返り等を書かせ、次の活動への意欲をもたせている。
・児童のアンケートでは、「先生はあなたがやりたいことを励ましてくれたり応援したりしてくれる」と回
答した児童93.6％、「自分の目標をもって学校生活を送っている」と回答した児童90.6％であった。

A

・アンケートにおいて、「先生はあなたがやりたことを励ましてくれたり応援してくれたりしてくれると思
う」と回答した児童９４．５％。
・アンケートにおいて、「自分の目標をもって学校生活を送っている」と回答した児童９４。３％。
・キャリアパスポートを活用し、学期や行事ごとに頑張りたいこと、取組の方法、それに対する振り返
り等を書かせた。次年度への意欲をもたせることができた。 A

・心の教育は難しいと思うが、参観を通して、クラ
ス全体が仲良くまとまりがあるように感じられる。

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）を目指す
〇怪我等による保健室来室者を前年度比
5％減
〇自転車のヘルメット着用率100％
〇防犯ブザーの所持率100％

・登下校の合言葉を作成したり、適宜、地区児童会や
登校班長会を実施したりして、児童の安全意識の向
上を図る
・保健だよりを発行したり、各学級で正しい運動場で
の遊び方を指導したりして、怪我の予防を呼びかける
・毎月、ヘルメット着用や防犯ブザーの所持状況を調
査して、通信等で保護者への啓発を行う

B

・1学期の児童のヘルメット着用率は、９４．５％、防犯ブザーの所持率は、９５．７％であった。学級
でも再度指導を行い、１００％に近づけるように努める。
・けがによる保健室来室者は、昨年に比べ６８％増と大幅に増加した。日常の生活規律を始め、安
全に配慮した運動場の利用やなど指導を徹底していく。

B

・児童のヘルメット着用率は94.9％、防犯ブザーの所持率は90.8％と1学期の結果から防犯ブザー
の所持率が減少している。壊れて音が出ないや他のリュックに付けているなどの話もあるため、学
級でも再度指導を行い、１００％に近づけるように目指していく。
・けが等による保健室来室者は、昨年に比べ６１％の増加と大幅に増加した。代表委員会で安全な
生活について協議し、けが防止のための啓発活動を行った。今後も引き続き安全面への啓発を行
い、来室数の現状維持を目指していく。 B

・児童が、体育以外の時間に昼休みなど外で遊
ぶ姿があり良いと思う。
・交通安全の啓蒙活動を継続してお願いしたい。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●食に関するアンケートにて、「朝ご飯を毎
日食べている」「苦手なものでも食べようとし
ている」と回答した児童85％以上

・食に関するアンケートを行うことで、食に関する自己
意識の振り返りを行ったり、生活改善の機会を設けた
りする
･給食委員会を中心に、給食集会や給食残菜０（ゼ
ロ）週間を設定することで、児童の食への関心の向上
を図る

A

・朝ご飯を毎日食べている児童は96％、苦手なものでも食べようとしていると回答した児童は昨年の
８７％から上昇し９２％であった。
・１学期の給食残菜率は０．８％と、減少傾向にあった昨年度１学期の１．４％を更に下回った。

A

・食に関するアンケート結果において、朝食を毎日食べている児童は、96%。苦手な物でも食べよう
としていると回答した児童は84％と、どちらも前回より若干下回る結果だったが、高水準を保った。
・給食残菜率は、残菜０週間などの取り組みで意識も高まり、昨年度の 1.5%から0.5%と大幅に減少
した。（12月までの結果） A

・「早寝早起き朝ご飯」の取組の徹底や食事や睡
眠の大切さについて学ぶことを進めてほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職員1人当た
りの年次休暇の取得日数14日以上
○職員全体の時間外在校時間平均35時間
以下

・定時退勤日の設定
・共通理解、共通実践を可能にする掲示板の活用
・会議資料等に所要時間の予定時刻を明記
・毎日、職員１人ひとりに目標退勤時刻を設定させ、
退勤時刻を意識した計画的な業務を促す B

・時間外在校時間平均３５時間は７月のみの達成であった。しかし、1学期すべての月で平均が４５
時間を下回り、昨年度の同時期と比べると月平均7時間程度減少した。校時見直しや会議時間の縮
減等を行い、職員の業務時間の改善を図ってきた効果が出ている。今後はさらに退勤時刻を意識し
た業務を行うように促す必要がある。

B

・職員1人当たりの年次休暇の取得日数14日以上を目指していたが、平均取得日数が10日程度で
あった。年次休暇が取得しやすい長期休業中における研修等の実施時間等を工夫する必要があ
る。
・２学期は体育大会、修学旅行、150周年記念行事等行事が立て込んでいたが平均はおよそ３３時
間であり、目標値を達成した。服務管理システムの導入により、出退勤の自己管理が進んだこと
で、さらに時間削減を意識する職員が増えている。 A

・ICT導入の過渡期の業務多忙の中、業務効率
化ができていると思う。
・新しい時代の業務のあり方についての考えは素
晴らしいと思う。
・今後、さらに業務改善を進め、教職員が健康で
働いてほしい。

教頭

●特別支援教育の充実

〇教員の特別支援教育に関する専門性と
意識の向上

〇特別支援教育に関する理解が深まったと
回答した教員90％

・特別支援教育に関する研修会の実施
・情報共有の場を作り、個々に応じた支援の在り方を
確認し、日々の指導や支援に生かす

B

・特別支援教育に関する研修会を全職員向けに実施し、共通理解を図った。
・より支援が必要な児童に対して、巡回相談を利用したり、支援会議を開いたりして、関係のある職
員で支援の方法を考え、全職員での協力体制を周知した。

A

・特別支援教育に関する理解が深まったと回答した教員は、100％と全員だった。
・支援学級の授業を公開し、学習中での支援の仕方を提案したり、支援が必要な子に必要な支援
がいきわたるような体制を整えたりして、全職員で共通理解を図り、実践できるように努めた。

A

・一人一人によく対応されている。
・学校だけでなく市としても支援員等を配置して、
きめ細やかな指導が行われている。 特別支援教育主任

特別支援教育コーディネー
ター
特別支援教室担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○児童が自律・自走する集
団へ向かうための教育の
推進

○きまりやルールを守り、自分で考えて行
動できる児童の育成

○アンケートにて「きまりやルールを守ること
ができる」と回答した児童90％以上
○協力・助け合いながら楽しく活動に取り組
む児童の割合90％以上

・教員が学習面、生活面のきまりやルールを共有し、
指導に関する共通実践の徹底と継続を図る。
・学校行事等で、教師が児童の役割を意図的にコー
ディネートする

B

・学習の始めと終わりのあいさつができている児童９８％、学習時間と休み時間のけじめをつけてい
る児童９４％など学習面でのルールを守っている児童の目標値は超えていた。また、元気な声であ
いさつできている児童９０％、友達と仲良く過ごしている児童９７％など生活面でのきまりを守ってい
る児童の目標値を超えていた。
・学校に来ることが楽しいという児童が８４％であった。２学期は学校行事が多く、児童の活躍の場
をさらに増やし、自己有用感を高めていく。 A

・学習の始めと終わりのあいさつ、学習時間と休み時間のけじめなど学習面でのルールを守ってい
る児童は９５％以上を維持できている。
・元気な声であいさつしている児童は９５％、友達と仲良くすごす児童は９９．５％、友達と協力しな
がら活動できた児童９６．５％など生活面でのきまりを守っている児童は目標値を上回っている。
・学校に来ることが楽しいと回答した児童が、1回目は８４％だったが2回目は９０％と向上した。様々
な行事や縦割り活動等を通して、高学年児童が自ら考え、行事の企画、運営を行う伝統が引き継
がれていることやほめほめ活動を続けていることで、自己有用感の高まりが見られた。

A

・学校内での子供達は、きまりやルールが守られ
ているようである。
・教師と児童の距離感がよく、対応ができている。
・学校外で一人一人個別にきまりやルールを守る
ことができているか疑問に思うところがある。 教頭、各担当

○教職員の資質向上、授
業力向上

○指導力・実践力の向上 ○教職員の資質能力の向上に資する職員研
修の実施
○授業力が向上したと感じている教員90％
以上

・授業研究会を中心とした校内研究の充実
・服務、学習指導、特別支援教育に関する研修の実
施
・自主研修会を周知するなど興味・関心のある研修へ
の参加を促す

A

・計画した職員研修は確実に実施できた。校内研究を中心に、学習指導について研修を深めている
職員は100％であり、日々の授業改善、工夫に努めている割合も１００％であった。
・校内研究はもちろん、服務、学力向上、特別支援教育など資質向上に関わる研修を計画的に行っ
た。 A

・服務規律保持のための研修「ゼロの日」の取組を、毎月職員会議で実施している。研修を実施す
ることで職員全体が不祥事に関して高い意識で臨んでいることがうかがえる。

A

・計画した研修を確実に実施され、
教職員の資質向上、授業力向上につながってい
ることが、アンケートの好結果につながっていると
思う。

・教頭、教務、各担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

<学び部>
・研究主任
・学力向上コーディネー
ター

<体づくり部>

<心つくり部>
・人権・同和担当
・道徳教育担当

・校内研究を核とした、児童同士がつながり学び合う授業改善の継続、及び自己の学びを視点をもって振り返り表出できる児童の育成の推進
・支援を要する児童への対応や指導体制の確立、及び特別支援教育の充実
・自己の持ち味を生かし、強みを生かした学び続ける教師集団の体制づくり
・一人一台端末（児童用タブレット）の効果的な活用の推進

学校名 神埼市立千代田西部小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

令和７年度の重点目標については、概ね達成できたと考える。令和８年度に向かうにあたり、これまでの取組を継続しつつ、次の視点をもって取り組んでいきたい。
・校内研究を核とした、児童同士がつながり学び合う授業改善の継続、及び自己の学びを視点をもって振り返りを表出できる児童の育成の推進
・健康で安全な生活を意識させるための学級活動等の充実
・支援を要する児童への対応や指導体制の確立、及び特別支援教育の充実
・授業実践において常に課題意識を持ち、学び続ける教師集団の体制づくり
・一人一台端末（児童用タブレット）の効果的な活用の推進

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員による研究授業、事後の研究協議会を行い、校内研究を核とした「わかる」「できる」を実感できる授業づくりが着実に進んでいる。学力状況調査などからは、少しずつその成果をがあらわれてきている。
しかし、学年によってはなかなか成果がみえない学年もある。
今後も徹底した基礎基本の習得と家庭学習の充実に注力し、学力向上を目指す必要がある。
・落ち着いた生活態度や学習環境の改善が図られ、高学年を中心に児童自らの規範意識が醸成されてきた。今後も高学年をモデルとした下学年への継承を教職員が意図的に行い、自律し、自走する集団としての成長をうながす。

２　学校教育目標 「 豊かな心ををもち　個性と主体性に富み　逞しく生きる」児童の育成
～自分を愛し、友だちを愛し、学校・地域を愛する西部小の子～

３　本年度の重点目標


